
マルチ・フィールドバス通信に最適な
TI ARM® プロセッサ（AM335x） 

製品特長

◦ハードウェア 

　 - 高性能 ARM Cortex-A8 を搭載し、コアスピード（300MHz ～ 1GHz）を選択することが可能 

　 -ラインアップ内完全ピン互換（ARM 単体、 ARM ＋ ICSS、 ARM+ICSS+3D グラフィックアクセラレータ） 

　 - ARM Cortex-A8 をARM9 の価格で提供 

◦ソフトウェア 

　 - マルチ・フィールバス通信に対応し、1 チップでフィールドバス通信＋αが可能に 

　　・EtherCat、EtherNet/IP、PROFIBUS、PROFINET を中心に今後も拡張予定 

　 - ハイレベル OS や RTOS からNon OS にも対応 

　　・OS に依存しない TI 製 StarterWare ソフトウェアライブラリ群を無償で提供 

◦低消費電力 

◦10 年以上の製品供給 

◦オプションで広い動作保証拡張製品（− 40 ～ 105℃）も提供 

Ethernet
AM3358/9
AM3352/4USB

電源

ディスプレイ

HMI or
Master PLC

通信（マスター）
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◦最大 1GHz
◦ハイレベル OS にも対応
　Linux、WinCE、AndroidNAND
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ARM＋PRU（AM3356/7）

◦ミドル / ハイエンド PLC
◦600/800/1000MHz
◦TI 製 RTOS（Sys/BIOS）、
　OS や ulTRON、QNX、
　VxWorks も搭載可能

NAND
Flash DDR

フィールド
バス通信

センサ
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ARM ＋ PRU（AM3356/7-300）

◦ローエンド I/O デバイス
◦300MHz
◦小さいアプリケーションであれば
　DDR 不要
◦TI 製 RTOS（Sys/BIOS）、
　Non OS

SPI serial or
NOR Flash

フィールド
バス通信



JAJT185B
© 2013 日本テキサス・インスツルメンツ株式会社
Printed in Japan 2013.11

製品ブロック図と製品ラインアップ

*マスター開発には TMDSSK3358（$199）もしくは TMDXEVM3359（$895）
スレーブ開発には TMDSICE3359（$179）が最適

評価キット（自社製）

グラフィクス
GPS パッケージ

無償で提供されるソフトウェアライブラリ（ISDK） ソフトウェア アーキテクチャー（ISDK）

ソフトウェアと評価ツール
TI Web サイトよりダウンロードが可能　http://www.tij.co.jp/tool/jp/sysbiossdk-ind-sitara
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SYSBIOS

DAL/Platform

Hardware (AM335xIDK/ICE)

Drivers PRU
Firmware

Communication Stacks
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